
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ総連とＪＲ東労組は１月２３日、31 日、2 月 1 日の三日間、「安易な赤字

路線の廃止には反対！地域の足を守り、地域に貢献し、みんなに親しまれる鉄道を

めざす」取り組みとして、ＪＲ総連推薦議員懇談会所属の国会議員と、ローカル線

のあり方について、意見交換をおこないました。 

各議員からは、「ＪＲが発足して３５年、国が定めた首都圏在来線および新幹線

の黒字で赤字を埋める『内部補助』と呼ばれるスキーム（枠組）が機能してきたに

も関わらず、コロナ禍を契機に、国主導のもとでロー

カル線の存廃議論が加速していることに、危機感を持

っている」との認識が示されました。また、地域の声

や現場で働く組合員の声は重要であり、今後も連携を

はかっていくと約束がされました。 

ＪＲ総連は今後も、関係各単組と取り組みを進めていきます！ 

ＪＲ総連通信 
２０２３年２月２日 №１６１５ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 

横沢高徳参議院議員（左から四人目） 浅野 哲衆議院議員（左から二人目） 菊田真紀子衆議院議員（左から三人目） 

田名部匡代参議院議員（左から三人目） 羽田次郎参議院議員（左から二人目） 杉尾秀哉参議院議員（左から三人目） 


